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平
成
一
四
年
度
第
三
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議
開
催
要
綱

一
、
開
催
趣
旨

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
広
く
法
華
経
教
化
に
つ
い
て
論
議
し
、
具
体
的
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
各
管
区
の
教
区
教
研
運
営
委
員
を
中
心
と
し
て
、
教
区
・
管
区
で
の
教
化
活
動
の
現
状

を
話
し
合
い
、
お
題
目
総
弘
通
運
動
推
進
に
係
わ
る
諸
問
題
を
検
討
し
ま
す
。

討
議
を
通
し
て
、
教
学
の
現
代
化
、
教
化
の
方
策
、
教
育
問
題
、
社
会
問
題
等
に
取
り
組
み
、
問
題
の
把
握
、
解

決
、
教
材
資
料
の
作
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

論
談
を
通
し
て
、
日
蓮
一
門
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の
意
識
を
た
か
め
ま
す
。

二
、
統
一
テ
ー
マ

「
誓
願
」

お
題
目
総
弘
通
運
動
を
自
己
評
価
す
る

三
、
期

日

平
成
一
四
年
九
月
五
日
（
木
）・
六
日
（
金
）

四
、
会

場

日
蓮
宗
宗
務
院

東
京
都
大
田
区
池
上
一
の
三
二
の
一
五

電
話
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

五
、
宿

舎

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
本
館

六
、
各
教
区
教
化
資
料
展
示
（
展
示
は
受
付
開
始
時
刻
よ
り
行
な
い
ま
す
）

七
、
開
催
方
式

今
回
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
左
記
の
方
式
で
運
営
し
ま
す
。

お
題
目
総
弘
通
運
動
最
終
年
に
あ
た
り
、
研
究
的
に
点
検
・
総
括
す
る
た
め
、
従
前
の
討
議
形
式
（
四
部
会

分

科
会
）
で
は
な
く
、
一
泊
二
日
を
参
加
者
自
身
の
お
題
目
総
弘
通
運
動
自
己
評
価
の
た
め
の
研
究
形
式
（
四
分
散

会
）
で
会
議
し
、
徹
底
討
論
す
る
。

全
体
会
議
で
お
題
目
総
弘
通
運
動
三
期
一
八
年
に
つ
い
て
の
報
告
を
聞
い
た
あ
と
、

法
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
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た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
分
散
会
形
式
で
お
こ
な
い
、
効
率
的
に
意
見
を
集
約
し
、
全
体
会
議
で
ま

と
め
る
。

全
体
会
議
で
お
題
目
総
弘
通
運
動
関
係
者
か
ら
、
一
八
年
間
の
報
告
と
本
年
実
施
の
お
題
目
総
弘
通
運
動
の
総

括
に
関
す
る
中
間
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
き
、
そ
れ
を
も
と
に
全
体
会
議
終
了
時
に
、
参
加
者
自
身
の
自
己

評
価
を
三
〇
字
程
度
に
ま
と
め
て
書
い
て
も
ら
う
。

参
加
者
自
身
の
自
己
評
価
を
パ
ソ
コ
ン
で
共
通
類
型
化
し
、
参
加
者
を
共
通
項
に
よ
っ
て
四
分
散
会
に
ふ
り
わ

け
る
。
共
通
認
識
の
近
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
四
分
散
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
座
長
を
互
選
し
、
予
定
調
和
の
な
い
討

議
を
お
こ
な
う
。
討
議
の
深
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
度
三
〇
字
程
度
の
参
加
者
自
身
の
自
己
評
価
を
書
い
て

も
ら
う
。
パ
ソ
コ
ン
で
共
通
類
型
を
集
約
し
、
よ
り
具
体
的
に
自
己
評
価
の
全
体
像
を
さ
ぐ
る
。

全
体
会
議
で
四
分
散
会
の
報
告
を
聞
き
、
全
体
的
に
ま
と
め
る
。
こ
の
時
点
で
、
当
初
、
参
加
者
自
身
が
認
識

で
き
て
い
な
か
っ
た
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
の
自
己
評
価
」
が
具
体
的
に
意
識
化
さ
れ
、
七
五
〇
以
後
の
自
身
の

活
動
、
ひ
い
て
は
宗
門
運
動
を
考
え
る
調
査
と
な
り
、
調
査
を
も
と
に
し
た
研
究
に
取
り
組
む
教
化
「
研
究
」
会

議
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
す
る
。

参
加
者
は
、
参
考
資
料
（『
現
代
宗
教
研
究
』
・
『
宗
報
』
改
訂
一
・
二
号
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
）
な
ど
を
も
と

に
準
備
を
す
す
め
る
。

会
議
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
も
の
は
、
教
区
教
研
会
議
の
資
料
や
今
後
の
教
化
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
ま
と
め

る
。各

教
区
教
研
会
議
に
お
け
る
成
果
の
発
表
と
し
て
、
教
区
・
管
区
並
び
に
教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等

の
教
化
資
料
を
会
期
中
展
示
場
を
設
け
て
展
示
し
、
教
化
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
す
る
。
尚
、
各
寺
院
で
発
行
の
も
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の
は
、
各
管
区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
展
示
す
る
。

八
、
日

程

◎
第
一
日
目

九
月
五
日
（
木
）

受

付

一
〇
時
〇
〇
分

（
五
階
講
堂
）

開

会

式

一
〇
時
三
〇
分

（
五
階
講
堂
）

全

体

会

議

一
一
時
〇
〇
分

一
二
時
一
五
分
（
五
階
講
堂
）

昼

食

一
二
時
三
〇
分

一
三
時
三
〇
分
（
四
階
各
分
散
会
場
）

分
散
会
討
議

一
三
時
三
〇
分

一
六
時
三
〇
分
（
第
一

第
一
研
修
室

第
二

第
二
研
修
室

第
三

第
三
研
修
室

第
四

第
四
研
修
室
）

移

動

一
六
時
三
〇
分

（
貸
切
バ
ス
）

夕

食

会

一
八
時
三
〇
分

二
〇
時
〇
〇
分
（
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
館
）

◎
第
二
日
目

九
月
六
日
（
金
）

朝

食

※
各
自
朝
食
券
で
す
ま
せ
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
移
動
用
バ
ス
に
乗
車

移

動

八
時
三
〇
分

（
貸
切
バ
ス
）

分
散
会
討
議

九
時
三
〇
分

一
〇
時
三
〇
分

（
四
階
各
分
散
会
場
）

全

体

会

議

一
〇
時
四
五
分

一
一
時
三
〇
分
（
五
階
講
堂
）

閉

会

式

一
一
時
三
〇
分

一
一
時
四
五
分
（
五
階
講
堂
）

昼

食

一
一
時
四
五
分

一
二
時
一
五
分
（
四
階
各
分
散
会
場
）

解

散

九
、
参

加

者

教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師
（
管
区
一
名
必
ず
参
加
の
こ
と
。
一
名
以
上
参
加
ご
希
望
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の
場
合
は
、
宗
務
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
現
宗
研
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）。
女
性
教
師
も
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

十
、
参
加
人
数

定
員
一
〇
〇
名
（
参
加
者
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
現
代
宗
教
研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

十
一
、
参
加
費

無
料
。
宿
泊
費
は
宗
務
院
負
担

十
二
、
服

装

折
五
条
・
数
珠
・
布
教
服

十
三
、
持
参
品

○
会
議
資
料
・
筆
記
用
具

○
各
教
区
管
区
発
行
の
教
化
資
料
（
配
付
の
場
合
は
一
五
〇
部
程
度
、
展
示
の
場
合
は
数
部
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

十
四
、
申
込
先

各
管
区
宗
務
所
に
あ
り
ま
す
申
込
用
紙
に
漏
れ
な
く
ご
記
入
の
う
え
、
宗
務
所
経
由
に
て
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究

所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

十
五
、
申
込
締
切

七
月
三
一
日
（
水
）
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
必
着
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第
三
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議
議
運
営
の
要
旨
と
次
第
に
つ
い
て

○
会
議
運
営
の
要
旨

今
回
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
お
題
目
総
弘
通
運
動
（
以
下
、
総
弘
通
運
動
と
略
記
）
推
進
に
関
わ
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
た
め

に
、「
お
題
目
総
弘
通
運
動
を
自
己
評
価
す
る
」
と
題
し
て
開
催
す
る
。

◇
「
誓
願
」

お
題
目
総
弘
通
運
動
を
自
己
評
価
す
る

を
統
一
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
本
年
度
、
第
三
五
回
中
央
教
研
で
は
、
総
弘
通
運
動

の
諸
問
題
を
具
体
化
す
る
必
要
性
か
ら
、
こ
こ
に
新
た
な
る
会
議
内
容

「
研
究
形
式
」
を
啓
発
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
用
い

た
会
議
運
営
を
行
う
。

こ
こ
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
究
会
議
と
は
、

法
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
採
用
し
て
、
参
加
者
全

体
の
意
見
を
会
議
に
反
映
さ
せ
、
類
型
的
に
意
見
を
集
約
し
評
価
す
る
会
議
の
運
営
法
を
い
う
。

参
加
者
全
体
の
意
見
が
多
岐
に
わ
た
る
場
合
、
そ
の
意
見
を
会
議
に
反
映
さ
せ
諸
問
題
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
ず
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
究
会
議
を
開
き
、
参
加
者
全
体
が
個
々
に
認
識
し
て
い
る
総
弘
通
運
動
の
諸
問
題
を
具
体
的
に
意
識
化
す
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
を
解
決
し
て
、
次
期
に
迎
え
る
「
御
生
誕
八
〇
〇
年
」
の
宗
門
運
動
な
ど
へ
と
反
映
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

※

法
（
蓄
積
さ
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
も
の
を
取
り
出
し
、
関
連
す
る
も
の
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
整
理
・
統
合
す
る
手
法
の
一
つ
で
、

発
案
者
・
文
化
人
類
学
者

川
喜
田
二
郎
氏
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
と
っ
て
「

法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。）
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○
会
議
の
次
第
に
つ
い
て

一．
全
体
会
議

お
題
目
総
弘
通
運
動
三
期
一
八
ヵ
年
の
報
告
と
中
間
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
総
長
へ
の
答
申
）
を
聴
く
。

聴
く

二．
自
己
評
価
カ
ー
ド
一
に
、
参
加
者
自
身
が
書
き
込
む
。

書
く

運
動
に
ど
う
か
か
わ
っ
た
か

そ
れ
に
対
す
る
自
己
評
価

ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
と
思
う
か
（
自
己
評
価
の
理
由
）
を
そ
れ
ぞ
れ
二
四
文
字
以
内
に
書
き
込
む
。

三．
自
己
評
価
カ
ー
ド
一
に
よ
る
類
型
集
約
で
四
分
散
会
に
分
か
れ
、
自
己
評
価
の
全
体
像
を
探
る
。

討
議

!
　
第
１
期

　
石
川
浩
徳
師

　
第
２
期

　
久
住
謙
是
師

　
第
３
期

　
梶
山
寛
潮
師

　
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

　
影
山
教
俊
師

!
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四．
分
散
会
で
は
、
意
見
の
近
い
メ
ン
バ
ー
が
討
論
す
る
こ
と
で
、
諸
問
題
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
日
目
の
途
中
に
、
自
己
評
価
カ
ー
ド
二
に
三
六
文
字
以
内
で
書
き
込
み
、
集
約
す
る
。

書
く

五．
全
体
会

各
分
散
会
で
集
約
さ
れ
た
も
の
を
報
告
し
、
参
加
者
全
体
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
。

無
意
識
で
あ
っ
た
自
己
評
価
が
具
体
的
に
意
識
化
さ
れ
る
。

聴
く

　
討　
議

　
討　
議

　
討　
議

　
討　
議

第
一
分
散
会

第
二
分
散
会

第
三
分
散
会

第
四
分
散
会

!

!
!

!
!

個
人
の
認
識

分
散
会
で
の
認
識

全
体
会
で
の
認
識!

自
己
評
価
の
意
識
化


